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エ
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の
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進
は
、
市
民
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
推

進
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
団
体
と
の

共
同
が
不
可
欠
だ
と
主
張
。

池
田
市
な
ど
が
「
太
陽

光
発
電
の
設
置
寄
附
案
内
」

を
市
役
所
内
に
置
く
な
ど
、

市
民
活
動
を
支
援
す
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
、
本
市

で
の
取
り
組
み
を
求
め
ま

し
た
。
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民
団
体
の
活

動
内
容
が
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性
の
あ
る
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、
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会
の
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に
担
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者

が
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と
な
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な
対
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を
行
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。

学
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の
小
型
太

陽
光
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の
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明
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設
置
に
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て
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問
。

環
境
教
育
の
観

点
か
ら
有
意
義
で
あ
り
、

調
査
・
研
究
す
る
。

市
内
の
農
地
が
30
年
間

で
約
55
％
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

今
年
４
月
に
可
決
さ
れ

た
都
市
農
業
振
興
基
本
法

で
は
、
「
住
民
の
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
都
市
農
業

の
重
要
性
を
法
的
に
位
置

づ
け
、
安
定
的
な
継
続
を

後
押
し
す
る
」
と
し
て
い

ま
す
。

中
林
議
員
は
、
農
地
税

制
の
抜
本
的
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改
正
が
必

要
で
は
と
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問
。

都
市
農
業
の
振

興
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を
国
に
要
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し
て
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。

ま
た
、
担
い
手
不
足
を

農
業
者
だ
け
に
求
め
る
に

は
限
界
が
あ
る
、
箕
面
市

の
「
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
（
行
政
が
農
家
と
サ

ポ
ー
タ
ー
の
仲
介
役
を
果

た
す
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を
紹
介
し
、
市
の

取
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組
み
に
つ
い
て
も
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問
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者
の
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齢
化
、
農
業
経
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の
な

い
相
続
人
が
増
加
す
る
一
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で
、
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な
ど
か
ら
農

業
要
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が
あ
り
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す
。

市
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村
の
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を
調
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・
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て
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宅
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の
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中
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は
、
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植
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も
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う
な
ど
、
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の
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か
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も
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と
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、
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い
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す
。

各
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取
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み
に
は
、
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が
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て
、
市
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と
と
も
に
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す
め
る
都
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の
発
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と
育
成
」

と
い
う
観
点
が
見
受
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す
。
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の
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に
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て
、

都
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の
中
で
「
農
地
を
守
っ
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こ
う
、
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で
も
減

少
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せ
な
い
」
と
い
う
方

向
に
、
つ
な
が
る
の
で
は
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い
で
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か
。

中
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議
員
は
、
事
業
が

廃
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る
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で
空
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共
用
地
な
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を
、

交
付
金
の
活
用
で
市
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農
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に
整
備
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て
、
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の

子
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も
た
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が
、
順
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に

農
業
体
験
が
で
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る
よ
う

な
取
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組
み
が
で
き
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い
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な
ど
、
多
方
面
か
ら
の
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を
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し
ま
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。

農
業
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に
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中
林
議
員
は
、
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
男
女

の
格
差
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
日
本
は
１
３
６
カ
国
中

１
０
４
位
で
あ
り
、
①
世

界
で
も
男
性
と
比
べ
て
大

き
な
格
差
と
差
別
が
あ
る
。

②
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
で

働
く
女
性
の
割
合
が
高
く
、

不
安
定
雇
用
と
低
賃
金
の

も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。

③
政
策
決
定
の
場
に
女
性

が
少
な
い
こ
と
の
改
善
を

国
連
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
本
市
の
あ

ら
ゆ
る
政
策
決
定
の
場
に

女
性
の
割
合
を
増
や
す
こ

と
、
女
性
が
参
加
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
審
議
会

に
つ
い
て
「
年
２
回
で
は

十
分
な
議
論
が
で
き
な
い

の
で
開
催
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」
と
の
審
議
委
員

の
要
望
を
代
弁
し
ま
し
た
。

開
催
回
数
の

充
実
を
含
め
検
討
す
る
。

「
ふ
ら
っ
と
寝
屋
川
」

の
来
年
４
月
の
に
ぎ
わ
い

創
造
館
５
階
へ
の
移
転
で

は
、
３
部
屋
が
２
部
屋
に

減
り
、
広
さ
も
３
分
の
１

に
な
る
こ
と
か
ら
、
利
用

団
体
が
今
ま
で
通
り
の
活

動
が
で
き
る
よ
う
な
支
援

策
を
求
め
ま
し
た
。

登
録
団
体
等

に
対
し
て
十
分
な
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
行
い
、
団
体

の
支
援
に
努
め
る
。

中
林
議
員
は
、
市
担
当

課
が
、
市
内
の
社
会
的
に

公
益
的
な
団
体
に
対
し
、

積
極
的
に
意
見
交
換
な
ど

を
行
い
、
女
性
の
地
位
向

上
を
め
ざ
す
立
場
で
共
同

し
て
取
り
組
め
る
関
係
を

つ
く
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

中
林
議
員
は
、
図
書
館

で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
の
「
子
ど
も

た
ち
に
夢
と
希
望
を
は
ぐ

く
み
、
勇
気
を
持
て
る
よ

う
な
、
良
い
本
を
た
く
さ

ん
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
い

う
声
を
紹
介
。

学
校
図
書
館
の
果
た
す

役
割
が
大
き
い
た
め
、
学

校
現
場
に
司
書
を
配
置
す

べ
き
と
主
張
し
、
大
阪
府

内
の
小
中
学
校
の
司
書
の

配
置
状
況
を
質
問
。

大
阪
府
内
で
学

校
司
書
を
１
人
以
上
配
置

し
て
い
る
市
町
村
の
割
合

は
82
・
９
％
で
、
北
河
内

７
市
で
は
、
本
市
を
除
く

６
市
が
配
置
し
て
い
る
。

中
林
議
員
は
、
市
民
か

ら
の
「
小
学
校
の
修
学
旅

行
が
広
島
に
行
か
な
く
な
っ

た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？
」

の
率
直
な
疑
問
に
つ
い
て

と
り
あ
げ
、
い
つ
頃
、
ど

う
い
う
理
由
で
な
く
な
っ

た
の
か
、
教
育
委
員
会
の

把
握
し
て
い
る
範
囲
で
の

答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

自
然
体
験
学
習

を
重
視
し
た
平
成
23
年
度

学
習
指
導
要
領
の
改
定
や
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
、
第

２
京
阪
道
路
の
開
通
に
よ

る
バ
ス
利
用
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
各
学

校
で
検
討
し
決
定
し
た
。

中
林
議
員
は
、
最
後
に

広
島
へ
の
平
和
学
習
の
復

活
を
願
っ
て
い
る
保
護
者

の
声
を
紹
介
し
ま
し
た
。
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被
爆
70
年
の
節
目
の

年
、
核
兵
器
を
な
く
す

大
き
な
流
れ
と
戦
争
法

の
廃
止
、
沖
縄
新
基
地

建
設
ノ
ー
の
た
た
か
い

の
中
、
私
は
、
８
月
に

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

（
長
崎
）
に
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。

佐
世
保
の
米
軍
基
地

の
実
態
調
査
で
は
、
佐

世
保
港
の
80
・
４
％
も

が
米
軍
の
水
域
で
、
市

民
が
使
用
で
き
る
の
は

わ
ず
か
19
・
６
％
に
す

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

佐
世
保
港
を
母
校
と

す
る
米
艦
船
は
８
艦
も

あ
り
、
６
つ
の
手
術
室
・

６
０
０
床
の
ベ
ッ
ド
、

Ｘ
線
検
査
室
や
血
液
保

管
室
も
整
備
さ
れ
、
航

海
時
に
は
医
師
な
ど
75

名
の
医
療
関
係
者
が
乗

艦
す
る
世
界
最
大
の
洋

上
戦
闘
医
療
施
設
を
備

え
て
い
る
艦
船
も
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
港
か
ら
米
海
兵

隊
が
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ

ン
に
出
て
い
き
ま
し
た
。

米
軍
基
地
撤
去
の
た

め
に
日
米
安
保
条
約
を

破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
た
夏
で

し
た
。 中

林
か
ず
え

「
ふ
ら
っ
と
」
移
転
問
題

学
校
図
書
館
の
役
割
大
き
い

司
書
配
置
ゼ
ロ

北
河
内
で
本
市
の
み

男
女
共
同
参
画
審
議
会

市
が
「
開
催
回
数
の
充
実
を
検
討
」

中林議員が紹介したある保護者の意見

上の娘さんが、何年か前に、広島に修学旅行に行
った時のことです。

修学旅行から帰ってきて、娘さんがお母さんに、
「原爆は、絶対にあかんもんやと思った」と話した
ということです。

娘さんが、自分の目で見たり、語りべの人から、
被爆の話を聞き、核兵器の恐ろしさや、命の大切
さを、肌で感じて確信をもったようで、一回り成
長したように感じた。
こういう体験を大事にしてほしい。
広島への平和学習を続けてほしい。

と話していました。

小
学
校
修
学
旅
行

広
島
を
や
め
た
理
由
は
？

市
内
女
性
団
体
と
の
共
同
を
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